
生涯学習奨励員・・・県内６３４名が活動
秋田県では、地域における生涯学習を盛んにするために、昭和49年、12市町村に各10名

の“生涯教育奨励員”を配置しました。その後、“生涯学習奨励員”と名称を変え、現在25

市町村で634名の方々が活動しています。住民の身近なところで学習活動を奨励・援助する

生涯学習奨励員制度は、本県独特の制度で、生涯学習奨励員は、生涯学習を推進する“行

動人”です。

秋田県生涯学習奨励員協議会では、７月11日に、

『市町村生涯学習奨励員協議会長会議』を開催し

ました。事務局員を含め28名が出席し、各市町村

の活動について情報交換を行いました。公民館等

の社会教育施設での各種講座の指導、自主グルー

プづくりの支援、公民館まつりや文化祭等の企画

運営、放課後の子どもたちの学校外活動の指導や

学校でのふるさと先生など、様々な活動紹介があ

りました。

11月20日には、県生涯学習センターで、『秋田県

生涯学習奨励員活動発表研究会』を開催し、事例

【会長会議の様子】 発表や交流会を行う予定です。

放送大学秋田学習センターからのお知らせ
放送大学をご存じですか。手軽で、自由で、経済的。学びたいことを学びたいだけ、自分

のペースで学習できるのが放送大学です。放送大学の平成26年度予算額は142億円、その中

から国庫補助金が74億円と、50％以上が国の補助金で運営されている国民のための通信制

大学でもあります。全国に50の学習センターと７つのサテライトを構え、学生数は８万５

千人以上を数えます。今年度から修士課程に加え博士課程も新設され、定員10名に対して、

260名以上が応募している現状です。

秋田学習センターには736名の学生が在籍しています。その年齢構成は10代～30代が53.9

％、40代～50代が27.3％、60代以上が18.8％となっており、男女比はほぼ同じです。特徴

的なこととして、最近は認定心理士、臨床心理士の資格取得を希望する人が増えています。

教員免許更新講習でも定員の100名に達するほどの盛況ぶりで、教員のキャリアアップのた

めの講座も高い人気です。

現在、平成26年度第２学期（10 月入学生）の募集をし
ております。履修コースのタイプは３タイプあり、卒業

を目指す全科履修生、１年間の選科履修生、半年の科目

履修生と分かれており、誰でもどこでも学べる大学です。

放送大学秋田学習センターは月曜日、祝祭日以外はいつ

でも見学できます。随時入学相談も受け付けております。

是非足を運んでみてはいかがでしょうか。

＜放送大学秋田学習センター＞
〒010-8502 秋田市手形学園町１－１ 秋田大学内 VBL 棟 4 階

Tel:018-831-1997 Fax:018-837-4885

E-mail：akita-aktsc@ouj.ac.jp http://www.ouj.ac.jp
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生涯学習課だより ２０１４／８／２６発行

秋田県教育庁生涯学習課

秋田学習センター全貌

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー（ＶＢＬビル）の４階
（秋田大学 手形キャンパス北側）



みんなで取り組もう！「インターネットセーフティ」 
子どもに迫るネット危機･･･正しい理解と見守りが必要です 
スマートフォンをはじめとした携帯型インターネット機器の普及にともない、子どもたちのインタ

ーネット利用は身近なものになり、「ネットいじめ」や犯罪等、様々なトラブルに巻き込まれる危険

性が問題となっています。 

そこで、社会全体で子どもたちをインターネットによる有害情報等から守り、子どもたちがインタ

ーネットを健全に利用できるよう、安全で安心なインターネット利用環境を整える「インターネット

セーフティ」を推進しています。この取組は、民間の「子どもたちのインターネット利用について考

える研究会」（座長：坂元章 お茶の水女子大学教授）等との協働が特徴です。 

県では次のような取組で保護者や地域の皆さんを支援しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

講座の詳細と申し込みは･･･美の国あきたネットから  あきた県庁出前講座  を検索！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   講座の日程や会場などの詳細は･･･ 

秋田県教育庁生涯学習課（018－860－5184）まで 

 

 

 

子どもたちの健全なインターネット利用には、端末を買い与える保護

者や、地域の大人の知識・理解を高めることが欠かせません。講座のは

じめに、「大人同士がバラバラでは乗り越えられない」問題であること

を伝えた上で、携帯音楽プレーヤーやゲーム機などの「隠れネット機器」

の普及によるネット利用の低年齢化の実態や、ネットで発信・参加を楽

しむ子どもたちが陥りやすいトラブルの傾向、安全・安心に楽しむため

のポイントや心がけなどについて、実演をまじえてお話ししています。 

■ 県庁出前講座（No.150「子どもたちのインターネット健全利用」）の実施 

■ 「ネットに少し詳しい」地域サポーター養成講座の開催 

 【講座の特色】 
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検 索 

詳しくは「美の国あきたネット」をご覧ください。 

 子どもたちのネット環境、急変！ 

 子どもたちに人気のサイトやサービス 

 インターネット利用によるトラブルの実際 

 インターネットを安全・安心に利用するための心得 

保護者や教職員等を対象に、要請に応じて 60～90 分の講座を随時実施しています。昨年度は、20 市町村でのべ 94 回、9,530

名の方が受講しており、小・中学校の職員やＰＴＡの研修としての要請が 60 回と多く、時期は７月、12 月、２月に集中しています。 

講座内容のポイント 

中学校区程度のコミュニティで、保護者・教員等を対象に「ネットに

少し詳しい大人」を増やす目的でモデル講座を実施し、インターネット

セーフティの核となる人材を養成します。平成 25 年度から３年間で、

県内９地区 18 中学校区でモデル講座を実施します。今年度は、大館・

北秋、男鹿・潟上・南秋、湯沢・雄勝で開催します。 

家庭・地域等で実践 

地域で「少し詳しい」存在に！ 

大人が支える！              

インターネットセーフティの推進   大人が支える！ 


